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食
品
工
場
に
お
け
る
異
物

混
入
問
題
に
端
を
発
し
た
形

で
、
食
品
メ
ー
カ
ー
で
は
フ

ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ
の
取

り
組
み
が
急
激
に
進
め
ら
れ

た
。
だ
が
、
未
だ
に
給
食
へ

の
異
物
混
入
な
ど
が
相
次
い

で
発
生
し
て
お
り
、
食
の
安

全
・
安
心
を
如
何
に
守
る
の

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
食
の
安
全
・
安
心

を
テ
ー
マ
と
し
た
専
門
展
で

あ
る
、「
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７
」（
主
催

＝
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
／
日

本
食
品
衛
生
協
会
）
が
、
９

月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
３

13

15

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
。今
号
で
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
で
注
目

さ
れ
た
展
示
内
容
を
紹
介
す

る
。
　
オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東
京
都

目
黒
区
、
℡
０
３
・
５
８
６

０
・
１
８
９
８
）
は
、
ト
ー

タ
ル
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
題
し
て
、安
全
・

安
心
な
ど
企
業
の
課
題
を
解

決
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

施
設
に
お
け
る
最
適
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
確
保
を
目

的
と
す
る
、
入
退
場
管
理
シ

ス
テ
ム
+
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ

メ
ラ
シ
ス
テ
ム
、
監
視
カ
メ

ラ
を
用
い
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
を
強
化
す
る
工
程
映
像

管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
紹

介
。
注
目
さ
れ
た
の
が
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
と
衛
生
面

な
ど
か
ら
、
カ
ー
ド
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を

両
立
さ
せ
る
、「
作
業
実
績
可

視
化
シ
ス
テ
ム
い
ろ
あ
と
」。

作
業
着
な
ど
に
カ
ラ
ー
コ
ー

ド
を
印
刷
し
て
、
カ
メ
ラ
で

認
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
作
業

員
ご
と
の
作
業
実
績
を
把
握

可
能
。
カ
ー
ド
な
し

で
、
入
退
場
管
理
を

行
え
る
（
写
真
①
）。

　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

（
大
阪
市
住
之
江

区
、
東
京
営
業
所
℡

０
３
・
５
８
３
５
・

３
７
４
１
）
は
、
Ｉ

Ｐ
カ
メ
ラ
を
活
用
し

た
設
備
監
視
、
ハ
ン

ズ
フ
リ
ー
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提

案
。「
Ａ
Ｄ
‐
Ｖ
ｉ
ｓ

ｉ
ｏ
ｎ
」
は
、
既
設

の
ア
ナ
ロ
グ
カ
メ
ラ

網
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
、
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ

を
導
入
可
能
と
す
る

も
の
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
加
え
て
、
作
業

確
認
用
の
高
解
像
度

撮
影
、
ラ
イ
ン
監
視

607-8411 37-7 101-0047 1-15-16 6F
TEL 075-593-2103 FAX 075-593-2868 TEL 03-5577-6844 FAX 03-5282-5256

ONVIF
LAN

KER-300D -GW
SD 2

AHD
SD

MDR-AHD264

AHD

SD
KER-300B

SD
KER-300D -GW

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
侵
入
に
対
応

  エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
を
防
御
す
る
「
秘
文
」
最
新
版

日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
   来

か
ら
の
持
ち
出
し
ロ
グ
、

デ
バ
イ
ス
接
続
に
加
え
て
、

フ
ァ
イ
ル
操
作
や
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
利
用
時
な
ど
の
ユ

ー
ザ
ー
操
作
履
歴
を
ロ
グ
と

し
て
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
。
取
得
し
た
ロ
グ
は
、「
秘

文
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
」
上
で
エ

ン
ド
ポ
イ
ン
ト
に
導
入
し
た

マ
ル
ウ
ェ
ア
対
策
製
品
に
よ

る
検
知
情
報
と
組
み
合
わ
せ

て
可
視
化
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
侵
入
の
契
機
と
な
っ
た
メ

ー
ル
の
受
信
、
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
い
っ
た

ユ
ー
ザ
ー
の
操
作
を
特
定
し

て
、
再
発
防
止
策
の
立
案
を

支
援
す
る
。

　
価
格
は
「
秘
文
Ｄ
ａ
ｔ
ａ

　
Ｅ
ｎ
ｃ
ｒ
ｙ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」、「
秘
文
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ

　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
」
と
も

に
、
買
取
ラ
イ
セ
ン
ス
１
万

円
／
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
年
間

利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
５
０
０
０

円
／
同
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

 異
物
混
入
対
策
な
ど
を
提
案

 「
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７
」
開
催
 

　
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
東
京
都
品
川
区
、
柴
原
節

男
社
長
、
℡
０
１
２
０
・
５

７
１
・
４
８
８
）
は
、
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
が
内
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
侵
入
し
て
も
、
エ

ン
ド
ポ
イ
ン
ト
を
防
御
す
る

「
秘
文
」
シ
リ
ー
ズ
２
製
品

の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
な
ど
の

マ
ル
ウ
ェ
ア
は
、
企
業
に
と

っ
て
脅
威
で
あ
り
続
け
て
お

り
、
こ
う
し
た
状
況
は
更
に

拡
大
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
従
来
型
の
対
策
で

は
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
侵
入
を

完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
な

の
が
実
情
で
、
ラ
ン
サ
ム
ウ

ウ
ェ
ア
の
場
合
は
多
く
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
急
速
に
拡
散

し
て
、
結
果
的
に
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
で
デ
ー
タ
が
破
壊
さ

れ
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ

る
。
　
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、
今
回
提
供
を

開
始
し
た
の
は
、「
秘
文
Ｄ
ａ

ｔ
ａ
　
Ｅ
ｎ
ｃ
ｒ
ｙ
ｐ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
と
「
秘
文
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ

ｃ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
」

の
最
新
版
。

　
「
秘
文
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
　
Ｅ
ｎ

ｃ
ｒ
ｙ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
は
、

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ｘ
Ｅ

フ
ァ
イ
ル
）
に
加
え
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
に
応
じ

て
、
メ
モ
リ
に
呼
び
出
し
て

利
用
す
る
Ｄ
Ｌ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル

も
監
視
す
る
た
め
、
正
規
プ

リ
グ
ラ
ム
以
外
に
機
密
デ
ー

タ
、
Ｏ
Ｓ
デ
シ
ス
ク
管
理
領

域
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
。

こ
れ
に
よ
り
、
正
規
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
偽
装
し
た
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
に
対
応
可
能
と
す
る

と
も
に
、
管
理
領
域
を
不
正

に
書
き
換
え
る
端
末
ロ
ッ
ク

型
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
も
対

応
。
万
一
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
感
染
し
た
際
に
も
、
強
制

暗
号
化
や
デ
ー
タ
破
壊
か
ら

保
護
。

　
「
秘
文
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
」
は
、
従

の
高
速
撮
影
な
ど
を
展
開
可

能
。
同
社
独
自
の
「
３
つ
の

ス
ピ
ー
ド
検
索
機
能
」
に
よ

る
、
動
画
を
活
用
し
た
迅
速

な
状
況
把
握
な
ど
の
特
長
も

訴
求
（
写
真
②
）。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
（
東
京
都
港
区
、
℡
０
３
・

５
７
３
０
・
５
１
１
０
）
は
、

食
品
工
場
建
設
サ
ー
ビ
ス
、

品
質
管
理
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
紹
介
。
食
品
工
場
に

お
け
る
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
し

て
、
設
備
及
び
運
用
面
の
衛

生
管
理
、
異
物
混
入
防
止
、

セ
ー
フ
テ
ィ
対
策
な
ど
を
提

示
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
異

物
混
入
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ

ブ
ル
原
因
解
析
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
原
因
特
定
と
適
切

な
解
決
方
法
を
提
案
す
る

（
写
真
③
）。

　
キ
ャ
ト
ル
プ
ラ
ン
（
東
京

都
新
宿
区
、
℡
０
３
・
５
３

０
２
・
１
４
１
７
）
は
、
食

品
工
場
や
物
流
倉
庫
が
抱
え

る
課
題
解
決
に
有
効
な
シ
ス

テ
ム
を
提
案
。
特
徴
の
あ
る

様
々
な
監
視
カ
メ
ラ
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
異
物
混

入
、
衛
生
管
理
、
従
業
員
管

理
に
加
え
、
車
両
侵
入
や
金

庫
の
盗
難
防
止
対
策
と
な
る

点
を
提
示
。
こ
う
し
た
カ
メ

ラ
映
像
は
、
管
理
室
で
一
括

管
理
で
き
る
た
め
、
効
率
的

な
運
用
に
も
貢
献
す
る
（
写

真
④
）。

　
カ
シ
オ
テ
ク
ノ
（
東
京
都

千
代
田
区
、
℡
０
３
・
５
８

２
１
・
７
６
９
９
）
は
、
フ

ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
Ｍ
ａ
ｎ
、

Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
、
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ

ｉ
ｎ
ｅ
、
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
か

ら
な
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
４
Ｍ

な
ど
を
提
案
。
全
方
位
カ
メ

ラ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
作

業
者
の
動
線
を
確
認
で
き
る

た
め
、業
務
改
善
に
も
有
効
。

Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
と
入
退
出
管
理

シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ

て
、
エ
リ
ア
の
重
要
度
に
応

じ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
、

映
像
デ
ー
タ
と
入
退
出
記
録

を
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
活

用
可
能
な
点
な
ど
を
提
案

（
写
真
⑤
）。

　
富
士
フ
イ
ル
ム
（
東
京
都

港
区
、
℡
０
３
・
６
２
７
１
・

２
０
８
１
）
は
、
フ
ー
ド
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
で
求
め
ら
れ
る

監
視
カ
メ
ラ
デ
ー
タ
の
長
期

保
管
に
有
効
な
、
磁
気
テ
ー

プ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ア

ー
カ
イ
ブ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
「
デ
ィ
タ
ー
ニ
テ
ィ
」
を

紹
介
。
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
、
磁
気
テ
ー
プ
の
大
容

量
、
経
済
性
、
デ
ー
タ
破
損

や
消
失
に
対
す
る
安
全
・
安

心
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
。
Ｌ
Ｔ
Ｏ
で
記
録
を
残

す
オ
ン
サ
イ
ト
ア
ー
カ
イ

ブ
な
ど
、
デ
ー
タ
管
理
の
要

求
に
対
応
す
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
た
（
写
真
⑥
）。

理
的
だ
が
、
よ
く
考
え
る
と

か
な
り
無
理
が
あ
る
。
精
密

な
観
測
網
を
敷
い
て
い
る
た

め
、
Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地

震
で
あ
れ
ば
事
前
に
な
に
が

し
か
の
異
常
デ
ー
タ
は
観
測

さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が

東
海
地
震
に
直
結
す
る
の

か
、
直
結
す
る
と
し
て
も
い

つ
頃
地
震
と
い
う
形
で
現
れ

る
の
か
、
判
断
す
る
の
は
極

め
て
難
し
い
。
大
地
震
の
１

日
前
に
異
常
デ
ー
タ
が
観
測

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
、
観
測
精
度
の
低
か
っ
た

１
９
４
４
年
の
昭
和
東
南
海

地
震
の
一
例
だ
け
し
か
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
研
究

が
進
む
に
連
れ
て
、
そ
う
単

純
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
た
。

　
一
方
、
警
戒
宣
言
が
発
出

さ
れ
る
と
社
会
・
経
済
活
動

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
、
そ

の
経
済
損
失
額
は
一
日
当
た

り
７
千
億
円
に
上
る
な
ど
と

の
試
算
も
出
て
、
た
と
え
異

常
現
象
が
観
測
さ
れ
て
も
警

戒
宣
言
を
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
も
囁
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
た
め
、
静
岡
県
や
国

の
現
場
で
は
、随
分
前
か
ら
、

東
海
地
震
が
予
知
で
き
ず
に

突
発
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

訓
練
の
比
重
を
高
め
て
き

た
。
　
ま
た
、２
０
０
３
年
に
は
、

観
測
さ
れ
た
異
常
現
象
を
確

度
の
低
い
順
に
「
観
測
情

報
」、「
注
意
情
報
」、「
予
知

情
報
」
と
し
、
予
知
情
報
が

出
さ
れ
た
場
合
に
警
戒
宣
言

を
出
す
こ
と
と
す
る
な
ど
、

警
戒
宣
言
の
発
出
前
の
情
報

の
出
し
方
を
工
夫
し
て
、
混

乱
を
な
る
べ
く
避
け
る
方
式

に
改
め
ら
れ
た
。
だ
が
、「
東

海
地
震
だ
け
は
地
震
予
知
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
地

震
予
知
が
で
き
た
場
合
に
は

そ
れ
を
前
提
と
し
て
日
本
全

体
の
社
会
・
経
済
の
仕
組
み

を
非
常
態
勢
に
移
行
す
る
」

と
い
う
大
震
法
の
基
本
的
な

仕
組
み
は
存
続
し
て
い
た
。

今
回
の
見
直
し
の
内
容

　
今
回
の
見
直
し
は
、
中
央

防
災
会
議
の
「
南
海
ト
ラ
フ

沿
い
の
地
震
観
測
・
評
価
に

基
づ
く
防
災
対
応
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
行
っ

て
い
る
。

　
同
Ｗ
Ｇ
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
沿
い
の
地
震
に
つ
い
て
次

の
４
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て

考
え
て
い
る
。

ケ
ー
ス
１
）
安
政
・
昭
和
の

地
震
の
よ
う
に
、
南
海
ト
ラ

フ
の
東
側
の
領
域
で
Ｍ
８
ク

ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
発
生
す

る
と
、
そ
の
後
３
週
間
く
ら

い
ま
で
に
西
側
の
領
域
を
震

源
域
と
す
る
同
程
度
の
巨
大

地
震
が
起
こ
る
可
能
性

ケ
ー
ス
２
）
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
起
こ
っ
た
よ
う

に
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
領

域
で
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
大
地
震

が
発
生
す
る
と
、
そ
の
後
３

週
間
く
ら
い
ま
で
に
Ｍ
８
～

Ｍ
９
の
巨
大
地
震
が
起
こ
る

可
能
性

ケ
ー
ス
３
）
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
先
行
し
て
観
測

さ
れ
た
よ
う
な
、
ゆ
っ
く
り

す
べ
り
や
前
震
現
象
が
南
海

ト
ラ
フ
沿
い
の
領
域
で
観
測

さ
れ
た
場
合

ケ
ー
ス
４
）
東
海
地
震
の
歪

み
計
な
ど
の
観
測
網
で
、
予

知
情
報
の
判
定
基
準
と
さ
れ

る
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
境
界
面

で
の
前
駆
す
べ
り
や
、
こ
れ

ま
で
観
測
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
大
き
な
ゆ
っ
く
り

す
べ
り
が
見
ら
れ
た
場
合

　
こ
の
う
ち
、
ケ
ー
ス
１
）

と
ケ
ー
ス
２
）
は
、
１
９
０

０
年
以
降
に
地
球
上
で
起
き

た
同
程
度
の
全
て
の
地
震
を

調
査
し
た
結
果
、
か
な
り
蓋

然
性
が
高
い
と
さ
れ
、
南
海

ト
ラ
フ
で
こ
の
よ
う
な
状
況

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
２

～
３
週
間
は
巨
大
地
震
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
避
難
な
ど
の
対
応
を
考
え

る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　
ケ
ー
ス
３
）
は
事
例
が
少

な
く
判
断
が
難
し
い
と
さ

れ
、
ケ
ー
ス
４
）
は
東
海
地

震
予
知
の
考
え
方
だ
が
、
巨

大
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
て
、
社
会
・
経

済
の
動
き
に
大
き
な
支
障
が

出
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
事

前
の
準
備
を
し
た
方
が
よ

い
、
と
随
分
控
え
め
に
な
っ

た
。
　
こ
の
考
え
方
は
ま
だ
Ｗ
Ｇ

報
告
書
案
の
段
階
だ
が
、
い

ず
れ
中
央
防
災
会
議
（
内
閣

総
理
大
臣
が
議
長
）
で
オ
ー

ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
、
大
震
法
の

見
直
し
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
。

　
東
海
地
震
予
知
と
警
戒
宣

言
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
う

や
く
制
度
化
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
こ
の

報
告
書
案
で
言
っ
て
い
る
こ

と
は
、「
予
知
を
前
提
と
し
た

対
応
は
で
き
な
い
が
、
大
地

震
が
起
き
る
と
続
け
て
同
じ

よ
う
な
大
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

前
提
と
し
て
対
応
体
制
を
考

え
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
に

過
ぎ
な
い
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
被
害

を
受
け
る
地
域
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
事
前
の
耐
震
対

策
や
津
波
対
策
を
他
の
地
域

の
人
た
ち
以
上
に
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
し
か
途
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
ま
す
ま
す

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
応
援
部
隊
の
派
遣

な
ど
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト

ラ
フ
の
東
側
の
地
震
の
場
合

に
西
日
本
の
部
隊
を
応
援
に

ま
わ
せ
る
の
か
、
西
側
の
地

震
の
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
、
船
を
使
っ
た
応
援
は
当

分
行
え
な
い
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
、
今
後
検
討
し
て

い
く
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

出
て
来
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
悩
ま
し
い

が
、
や
っ
て
い
く
し
か
な
い

だ
ろ
う
。

　
東
海
地
震
が
予
知
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
き

た
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措

置
法
（
大
震
法
）
の
考
え
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
だ
い
ぶ
前
か
ら
、
予

知
を
前
提
と
し
た
対
応
は
現

実
的
で
な
い
、
と
い
う
批
判

が
あ
り
、
徐
々
に
方
向
転
換

が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
と
う

と
う
正
面
か
ら
見
直
す
こ
と

に
な
る
よ
う
だ
。
今
回
は
、

中
央
防
災
会
議
の
Ｗ
Ｇ
の
報

告
書
か
ら
、
そ
の
内
容
を
見

て
み
た
い
。

東
海
地
震
の
可
能
性
と
大
震

法
の
考
え
方

　
東
海
地
震
と
そ
の
予
知
の

考
え
方
、
大
震
法
の
仕
組
み

や
そ
の
修
正
等
に
つ
い
て

は
、
本
紙
拙
稿
で
も
た
び
た

び
取
り
上
げ
て
き
た
。ま
ず
、

そ
の
考
え
方
を
お
さ
ら
い
し

て
み
よ
う
。

　
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大

地
震
（
Ｍ
８
～
Ｍ
９
）
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の

東
進
に
伴
う
歪
み
の
蓄
積
と

そ
の
解
消
と
い
う
形
で
、
過

去
に
１
０
０
年
か
ら
１
５
０

年
の
間
隔
で
発
生
し
て
き

た
。
１
８
５
４
年
に
起
き
た

安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
８
・
４
）

と
そ
の
　
時
間
後
に
発
生
し

32

た
安
政
南
海
地
震
（
Ｍ
８
・

４
）
の
後
に
蓄
積
さ
れ
た
歪

み
は
、　
年
後
の
１
９
４
４

90

年
に
昭
和
東
南
海
地
震
（
Ｍ

７
・
９
）、
１
９
４
６
年
に
昭

和
南
海
地
震
（
Ｍ
８
・
０
）

が
起
こ
っ
て
ひ
と
ま
ず
解
消

さ
れ
た
。

　
こ
の
時
、
静
岡
県
沖
の
震

源
域
は
割
れ
残
り
、
Ｍ
８
相

当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
歪
み
と

し
て
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
た

め
、
こ
の
地
域
を
震
源
と
す

る
地
震
は
い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
態
で
あ

る
、
と
さ
れ
た
。
こ
の
地
震

が
東
海
地
震
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
東
海
地
震
の
震
源
域

は
、
他
の
海
溝
型
巨
大
地
震

の
震
源
域
と
異
な
り
、
海
域

だ
け
で
な
く
そ
の
半
分
が
陸

域
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
、
東
海
地
震
は
Ｍ
８

ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震
と
大

津
波
を
伴
う
海
溝
型
巨
大
地

震
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
上
、

震
源
域
の
直
上
に
人
口
稠
密

地
域
と
東
西
交
通
の
大
動
脈

や
原
発
が
あ
る
と
い
う
極
め

て
厄
介
な
地
震
で
あ
る
と
さ

れ
、
何
と
か
地
震
予
知
が
で

き
な
い
も
の
か
と
熱
望
さ
れ

た
。
　
昭
和
東
南
海
地
震
の
直

前
、
た
ま
た
ま
掛
川
市
付
近

で
精
密
な
測
量
が
行
わ
れ
て

お
り
、
後
に
そ
の
測
量
結
果

を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
大
地

震
の
前
に
地
殻
表
面
が
ず
れ

動
く
現
象（
プ
レ
ス
リ
ッ
プ
）

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

異
常
な
測
定
結
果
が
発
見
さ

れ
た
。
大
地
震
の
前
に
地
殻

表
面
が
ず
れ
動
く
な
ら
、
震

源
域
に
精
密
な
ひ
ず
み
計
を

多
数
設
置
し
て
お
き
、
異
常

な
動
き
が
観
測
さ
れ
れ
ば
大

地
震
の
前
兆
現
象
と
考
え
て

様
々
な
準
備
を
行
え
ば
、
地

震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
が
図

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
震
源
域

の
半
分
が
陸
域
に
あ
る
東
海

地
震
は
精
密
な
観
測
網
を
設

置
す
る
の
に
好
都
合
だ
。
こ

う
い
う
考
え
方
か
ら
、
静
岡

県
内
に
は
精
密
な
ひ
ず
み
計

が
多
数
設
置
さ
れ
、
そ
の
デ

ー
タ
が
気
象
庁
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
送
ら
れ
て
常
時
観
測

さ
れ
る
と
と
も
に
、
異
常
デ

ー
タ
が
観
測
さ
れ
た
場
合
に

は
、
東
海
地
震
に
直
結
す
る

も
の
か
ど
う
か
専
門
家
が
判

断
す
る
地
震
防
災
対
策
強
化

地
域
判
定
会
（
判
定
会
）
の

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
。

　
判
定
会
が
招
集
さ
れ
、
専

門
家
が
こ
の
異
常
デ
ー
タ
が

東
海
地
震
に
直
結
す
る
も
の

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
判
断
は
直
ち
に
官
邸
に
報

告
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
が

警
戒
宣
言
を
発
出
。
そ
の
後

は
、
社
会
・
経
済
活
動
を
制

限
し
、交
通
を
ス
ト
ッ
プ
し
、

学
校
を
休
み
に
し
、
危
険
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
は
安
全

な
地
域
に
避
難
し
て
、
地
震

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
よ
う
、
と
い
う
の
が
大
震

法
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　
こ
の
大
震
法
は
１
９
７
８

年
に
制
定
さ
れ
、
以
後
同
法

に
基
づ
き
、
気
象
庁
の
観
測

網
や
組
織
、
官
邸
を
初
め
と

す
る
国
全
体
の
体
制
、
判
定

会
を
構
成
す
る
専
門
家
招
集

の
仕
組
み
、
警
戒
宣
言
の
発

出
・
連
絡
体
制
、
そ
れ
に
伴

う
静
岡
県
内
の
体
制
な
ど
が

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ

の
仕
組
み
に
習
熟
す
る
た

め
、
毎
年
９
月
１
日
の
防
災

の
日
に
は
、
国
を
あ
げ
て
訓

練
が
行
わ
れ
て
き
た
。

見
直
し
の
動
き

　
こ
の
仕
組
み
は
、
歪
み
計

の
示
す
異
常
デ
ー
タ
が
東
海

地
震
に
結
び
つ
く
と
的
確
に

判
定
で
き
る
な
ら
非
常
に
合

東
海
地
震
対
策
の
予
知
前
提
の
見
直
し

データ破壊を防止

② ①

④ ③

⑥ ⑤


